
 

 

  



講評 

2023 年度も例年通り、大問３題に小問集合１題の 4 題構成でした。例年に比べ典型問題が多く出題されたため、

解きやすい印象を持った受験生が多いかと思われます。 

 

第 1 問 単振動の問題です。（4）までは単純な振動であり、ここまでは確実に正解したいところです。（5）からは

二重にバネが振動する複雑な問題に移行します。目標得点率は 8 割になります。 

第 2 問 ２つの容器がつながった熱力学の問題です。5 割を目安に正解したいところです。 

第３問 ミリカンの油滴実験という有名な問題です。完答を目指して解答していきたい問題になります。 

第 4 問 小問集合です。（3）の単位変換の問題については、大阪医科薬科大学で頻出の問題になります。過去問演

習をしっかり積んだ受験生であれば確実に解答したいところです。目標得点率は 7 割程度でしょう。 

 

解きやすい問題は多いですが、計算スペースが取りづらい紙面となっています。1 次合格の目安は７割程度と思わ

れます。 

 

 


